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春キャベツの苗上ポリ被覆による収穫期前進
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1　ま　え　が　き

北東北における春キャベツの生産は積雪寒冷の気象的な

制約から極めて少なく，春季の需要は暖地産の移入に依存

しているのが現状である。しかし．5月下旬から品薄とな

るため高値で市場取引されている。

そこで，秋田県での慣行栽培である6月上～中旬出荷の

作型を更に前進させ，5月中～下旬の出荷を目横とした栽

培法を確立すろため，昭和54～56年にわたり保温方法など

一連の試験を行ったので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

川　被覆資材利用による定植後の保温方法：昭和54年

には「アーリーポール」を供試し．2月10日播種，4月21

日定植で表1に示す区を設け試験を実施した。昭和56年に

は．定植苗の上にマルチ用ポリフイルム（透明・0．02■1厚さ）

をべたがけした場合の換気方法や被覆ポリの除去時期につ

いて「春ひかり7号」を供試し1月31日播種，4月9日定

植で検討した。換気は被覆ポリの中央に25～50珊間隔に穴

をあけて徐々に拡げていく方法によった。

蓑1　試厳区

保温方法 （昭・54年） 苗上ポリ被覆の換気時期
と通気孔率（昭 ・56年）

① マルチ＋トンネル ① 製 甜 盟 芯 （1・5）

⑧ マルチ＋苗上ポリ被覆 （診4／13（0．1）－5／3（1．5）－5／8（除）

⑨ 苗上ポリ被覆 （卦 4／13（0．1）一4／22（1．5）－5／3（除）

④ マルチ ④ 猥 毘 晶 禦 洗 ぷ

⑤無処理 （探地） （D マルチ

注．マルチと苗上ポリ被覆　資材：透明，0．02■1厚さ
のポリフイルム。（）内数字は通気孔率。

12）品種：昭和54年「春ひかり7号」はか3品種を供

試し2月20日播種．4月21日定植で検討した。

ほ）育苗法，定植時期：　「春ひかり7号」ほか1品種

を供試し，4月9日定植の60日育苗と68日育苗，及び4月

ー251－

22日定植の74日育苗の3区を設け検討した。

（4）栽植距離：昭和54～55年「春ひかり7号」を用

い2月20日播種，4月21日定植。畦幅120（職，条間40（初．

2粂植えを共通条件とし，株間を①30（職（555株／8）．（診

35（Ⅶ（476株／8），（勤40（Ⅶ（416株／a）の3区で検討した。

（5）施肥法：昭和55～56年「春ひかり7号」を用い

1月31日播種，4月8日定植で表2に示す区を設け検討し

た。

蓑2　試験区

基肥 （吻／10 8） 追肥¢〆108）

N P 2 0 5 丘2 0 N K 2 0

15 20 15 10 10

2 0 20 2 0 0 0

20 2 0 2 0 5 5

25 2 0 2 5 0 0

追肥時期

①
②
③
④

4月20日，5月3日

5月3日

3　試　験　結　果

日）被覆資材利用による定植後の保温方法

地温は①マルチ＋トンネル区，②マルチ＋苗上ポリ被覆

区，③苗上ポリ被覆区がほぼ同程度で慣行の④マルチ区よ

り5℃前後高く．保温効果が高かった（図1）。
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慣行マルチ区は寒さによって定植後アントシアンの発生

が著しく．初期生育が劣ったのに対して，①区，⑧区．③

区はアントシアンの発生が全くみられず，初期から生育が

頓調で収穫期が早まった。①区（堰）区間では収穫始期や結

球重で大差がなく，資材費，労力を余り要しない苗上ポリ

被覆がマルチ＋トンネルに劣らない生育促進効果のあるこ

とが認められた（図2）。

r一一一一〇

／（6月25［＝

0－＿＿．ト．＿ノ

結
球
垂
b
／
株
）
茎
葉
垂
タ
株
）

即
6
0
4
0
2
0
0

⑤
農
　
　
地

④
マ
　
ル
　
チ

③
苗
L
ポ
リ

⑧
マ
ル
チ
畠
上
ポ
リ

①
マ
ル
チ
ト
ン
ネ
ル

図～　保温方法と生育，
収穫始期
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図3　品種と時期別収穫
株率

定植苗にポリを被覆した場合，換気方法や被覆ポリを取

り除く時月別こよって生育や収穫期が異なり．ポリを遅くま

で被覆し，かつ換気壁が少ないと結球肥大が劣り，一方，

ポリを早く取り除くと葉色が轟く，結球重もやや増すが早

期収穫株率が低くなる傾向があった。結球肥大促進効果と

早期収埠株率が展も優ったのは．④区のように生育に応じ

て被覆ポリの穴を徐々に大きくして換気量を増していき，

5月10日前後にポリを取り除いた方法であった（図4）。
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図4　苗上ポリ被覆の換
気方法と生育．収穫
始期及5月内の収穫
株率
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率（昭添年）

（2）品種，育苗法及び定植時期

「春ひかり7号」が巌も早く収穫され，次いで「スピード

ボール」で・この2品種が5月穫りに有望とみられた（図3）。

育苗法では・育苗日数が65日程度で葉数7枚くらいの大

苗を定植したはど初期から生育が促進され結球肥大が噸

謁で早期収穫株率が優った。また・4月上旬の定植で早期
収穫株率が高く多収を示した（図5）。

（8）栽植距離

株間30用の密櫓では生育が劣り，早期収種株率が劣った。

株間35佃と40仇では結球肥大の面で40‘闇の粗植区がやや優

る傾向にあったが・収穫期や早期収種株率では大差がなく．

収量性の面から株間35戊が適当とみられた（図6）。なお．

畦幅はポリの被覆作業性の面から，130（Ⅶ程度にした方が

よいようにみられた。

14）施肥法

初期生育は基肥量の多い区でやや便り，後期の生育は追

肥によって葉色が濃く結球肥大が向上し，基肥20吻＋追肥

5吻区が早期収穫株率が最も高かった。基肥量を少くして

追肥量を増した場合は初期生育の遅れから早期収種株率が

低かった（図7）。
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図8　載植距離と5月内
の収量
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図7　施肥法と生育，5
月円の収穫株率
（昭・56年）

4　ま　　と　　め

春キャベツの喘墳期である5月出荷をねらいとした栽培

法を検討した。

マルチ用透明ポリフイルム（0．02■暮厚さ）を定植苗にべた

がけし，定植後3～5日めからポリに換気するための穴を

あけ，生育に応じて穴を拡げ換気量を増す苗上ポリ被覆で

生育促進効果が高く．慣行より10～15日収穫期が早まり5

月内収穫ができた。

品種では「春ひかり7号」「スピードボール」が早どり

に適し．育苗日数は60～65日で葉数7枚程度の苗を，4月

上旬定植で5月内の収量が多かった。

栽植距離は畦幅120～130仰，株間35mの2条植えが適

当で，施肥量は108当たり基肥N．P205，K20各20柳こ，

4月下旬～5月始めの結球開始期にN，馳0各5毎の追肥

で品質，収塁の向上が認められた。


